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●ＤＸ推進に向けた施策の提案 

Ｑ． 

人口が減少し、経済全体のパイがなかなか増えない現在の日本において、デジタル化による行

政の効率化、国民の生活利便性の向上は喫緊の課題と思います。ただ、いくらインフラを整備し

ても、利用者にメリットがないと意味はありません。高齢者にとって、デジタル化の最大の課題

は、スマホをある程度使えるようなることだと思います。それも安く。 

①スマホ利用にあたってのリテラシーの向上 

②スマホの通信料金の低減に向けての支援 

を提案いたします。 

①に関しては、大手キャリアによる説明会等も行われているようですが、当然のことながらビ

ジネスベースで実施されているのではないかと想定します。 

②に関しては、さして通信の利用はしていない、さほど高速の通信速度も必要としないにもか

かわらず、月額 4,000円くらい払っていらっしゃる方が私のまわりにもたくさんいらっしゃいま

す。そういう方にいわゆる格安スマホへの変更をお勧めするのですが、わからない、めんどうだ、

今まで通り使えるかどうか不安だとおっしゃいます。月額料金が半額以下になるにもかかわらず

です。 

格安スマホ乗り換えへの支援を行政が行うことは、課題がある気もします。ただ、高齢者のス

マホ購入に補助金を支給している自治体もあります。コロナによる収入の落ち込みやエネルギー

価格の上昇に対しての行政による補助金に比べ、年単位で節約できる金額も大きく、支援にあた

っての財源も必要としません。今後は、３Ｇのサービス停止を控え、特に高齢者のガラケーから

スマホへの乗り換えが加速されることが見込まれます。冒頭に述べましたマイナカードのスマホ

への搭載も今年開始予定と報道されています。①と②は関連性が高いと思います。具体的施策の

実施が必要と考えます。" 

 

（令和 5年 1月受付） 

 

 

 

 

 

Ａ． 

 人口減少・少子高齢化の荒波に立ち向かい、持続可能なまちづくりを進めていくためには、デ

ジタル化による行政サービスの改善と向上は必須であり、高齢者こそマイナンバーカードやデジ

タル化による利便性を享受する必要があることは私も全く同じ思いでおります。その思いを胸に、

今回のＤＸ推進に向けた施策を提案いただいたことやデジタル機器などに不慣れな方たちへ率

先してサポートをしていただいていることに、深く感謝申し上げます。 

 初めに、ご提案いただいたスマートフォン利用にあたってのリテラシーの向上についてであり

ます。ご指摘いただいているとおり、高齢者のデジタルリテラシーの向上は「誰一人取り残さな

い、人に優しいデジタル化」を進めていく中で、最も大きな課題の一つであると認識しておりま

す。 

 そこで、当市では、ドコモショップ新発田店と共催し、はじめてスマートフォンを持つ方に向



その他 

けた、基本的な操作方法を学ぶ、「出張スマホ教室」を開催しております。今年度は、「電話を使

う」、「メールを使う」などのテーマごとに、月に４～５回程度で、スマートフォンを持つ方どな

たでも受講できる教室として開催しておりますので、スマートフォンの操作に不慣れな方がいら

っしゃいましたら、おすすめしていただければ幸いです。教室の内容については、広報しばた及

び市ホームページに掲載しております。 

 次に、スマートフォンの通信料金の低減に向けての支援についてであります。マイナンバーカ

ードの普及や活用促進等を目的として、高齢者の方に向けたスマートフォン購入の費用を助成す

る制度を実施している自治体があることは承知しておりますが、スマートフォンの通信料金等に

関する支援については、民間事業者のサービスであることから、行政でなにができるか、財源や

費用対効果を勘案し、提案いただいた方法も参考にしつつ実現可能な施策について研究していき

たいと考えております。 

 ＤＸ推進に向けた施策については、市民の皆様の利便性の向上や行政の効率化において、欠か

すことのできない大きな課題であり、課題を解決するために、市民の皆様の生活の中での生の声

は非常に貴重であると考えておりますので、今後もお気付きの点がございましたら、ご意見をお

寄せくださいますようお願い申し上げます。" 

 

 （令和 5年 1月 24日回答） 

 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 


